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東京湾岸における

コアジサシＳｔｅｍａａＺｂ坊o7zsの繁殖コロニーの分布

金井裕’・磯部清一２
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はじめに

コアジサシＳｔｅｍａａﾉ６４/〉｡o"sは東京湾で繁殖する代表的な水鳥の一種である．日本では

東北以南の海岸や川辺を生息地とし（日本野鳥の会1980)，砂丘や川の中州の砂れき地で

営巣する（鈴木1985)．一般に，水辺ではきわめて普通に生息し，生息数も多いと考えら

れている種である．しかし，海岸の埋め立てや謹岸工事，河川改修が全国的に進み，残っ

た砂丘や中州に車やバイクが乗り入れられている状況があり，営巣地の将来にわたっての

維持の見通しとその保全対策を立案するために，営巣環境条件の把握が早急に必要となっ

ている．

東京湾においては海岸の90％以上が埋め立てられ，コアジサシは埋め立て地を営巣場所

としてきたが，それらは土地利用が進み，あるいはヨシ原となって営巣可能な場所がきわ

めて限られつつあり，営巣状況の把握は急務である．本調査は，東京湾岸のコアジサシの

営巣地の分布を把握し，営巣環境が失われつつある現況を報告することによって，営巣環

境保全の緊急性を喚起するとともに，営巣環境を比較することによって営巣環境条件や営

巣地の環境変化，土地利用計画を把握し，コアジサシの生息環境保全対策検討の基礎とす

るものである．

調査方法

調査範囲は，図１に示した東京湾内湾の横浜から富津にかけての海岸線とした．調査は

これらの海岸線の航空写真より，コアジサシの営巣地となりそうな裸地を探した後，５月

下旬から６月にかけて現地を訪れ伽成鳥数，繁殖コロニーの広さ，地形，撹乱要因の記録

を行なった．また，繁殖成功状況を推定する資料として，８月中旬にコロニー周辺で成鳥

数と幼烏数を記録した．

結果

１．コロニーの分布

航空写真から裸地と判別された場所は合計64地点であった．この中から企業所有地の資

材上陸用埠頭と思われる場所と，現在埋め立て工事が大規模に進行中の場所を除いた50地
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１．側日本野鳥の会研究センター．〒150渋谷区東２－２４－５

２．都立北園高校．〒１７３板橋区板橋４－１４－１
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図１．コロニー確認地点の分布（1990年５，６月)．

１．川崎市東扇島産業廃棄物処理場２．江東区青海１丁目３．江東区青海２丁目４．浦安

市明海Ａ５・浦安市明海Ｂ６．浦安市明海Ｃ７・浦安市日の出８．千葉市豊砂９．千

葉市打越１０．富津市小糸川魚港付近１１．富津市産業廃棄物処理場１２．富津市富津埠頭．

Ｆｉｇ．１．DistributionofLittleTerncoloniesalongthecoastｏｆＴｏｋｙｏＢａｙｉｎＭａｙａｎｄＪｕｎｅ
ｌ９９０．

１．Higashi-oogishimaKawasakiCity2、ＡｏｕｍｉｌＫｏｔｏ－ｋｕ３・Ａｏｕｍｉ２Ｋｏｔｏ－ｋｕ４、

MeikaiAUrayasuCity5,MeikaiBUrayasuCity6・MeikaiCUrayasuCity7､Ｈｉ

ｎｏｄｅＵｒａｙａｓｕＣｉｔｙ８・ToyosunaChibaCity9，UchikoshiChibaCitylO､Nearthe

mouthofKoitoRiverinHuttｕＣｉｔｙｌｌ・IndustrialwastedisposalareainHuttuCity

l2・Huttuwharf．

宙 抑

点で現地調査を行なったところ，１０か所でコロニーを確認し，２か所で営巣中と思われる

群れを認めた．記録された成鳥の数は合計約700羽であった．地上に降りているのを確認

できたものは分散して座っており，その大部分が抱卵あるいは産卵途中と考えられた．こ

れらの分布を示したのが図１である．川崎から富津にかけての広範囲な場所で営巣が確認

された．

確認されたそれぞれのコロニーの調査日，規模，環境についてまとめたものが表１であ

る．これらの場所は，埋め立て地の立ち入り禁止区域となっている場合がほとんどであり，

今回はすべてのコロニーで立ち入り許可を受けている時間的余裕がなかったため，実際に
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コロニー内で営巣数や土質などの詳細を調べることはできなかった．観察した様子では確

認した成鳥数と営巣数がほぼ等しいようにみられた．以下に個々のコロニーの状況を述べ

る．

１)川崎市東扇島産業廃棄物処理場

川崎港のある東扇島西部の建築残土などによる埋め立て地で（図１－１)，現在も埋め立

てが続けられている．コロニーは，埋め立てが終わってヨシなどが侵入をはじめた地域の

裸地につくられたものである．工事用車両が走ることはあるが人の侵入は少ないと思われ

る．岸壁近くの高潮時に潮をかぶる場所以外は草の侵入は早いが，現在埋め立て中の場所

が営巣可能地となるであろう．

２)江東区青海１丁目

東京港13号埋め立て地その１の南側中央にある約17haの砂利地である（図１－２)．周囲

は道路で囲まれ，西側は13号地公園と船の科学館に接する．北側と東側には幅５ｍの緑道

が道路との間にある．かつて資材置き場などにも使われていたため，砂利は硬くかたまっ

ている．そのため，植物の侵入が妨げられ裸地の部分が多い（図２)．ここで最初に記録

された成鳥は約60羽であったが．その後増加した．これは青海２丁目ではじまった工事の

影響で移動があったものと思われる．近くで５頭のイヌの群れを確認しており，ヒナを捕

食している可能性が高い．またカラスも多い．

この場所は催しなどで臨時駐車場として使われることがよくある．調査中も７月21日に

使用の計画があり，コロニーをさけて使うよう東京都から主催者に指導を行なってもらっ

た．この地域は東京都の臨海副都心「東京テレポート」計画の中心地区であり，道路など

の整備工事が順次開始されることになっている．

３)江東区青海２丁目

１３号埋立地その２の北西端，青海１丁目のコロニーと運河をはさんで対岸にあたる場所

である（図１－３)．ヨシ原となっていた場所を整地し裸地となった場所の一部に，ヨシが

生えはじめた場所に接してコロニーがつくられた（図２)．土質は軟らかい砂で貝殻は少

ない．土が軟らかいため植物の侵入が早く，７月中旬にはアカザなどが生長していた．

ここでは６月のはじめからコロニーのある場所に建築残土を置く工事がはじまることに

なっていたため，繁殖終了までコロニーをさけて残土を置くように工事計画を変更しても

らった．ここも青海１丁目と同様に東京テレポート計画地であり，工事の計画が多い．

４)浦安市明海Ａ

埋め立て後ヨシ原となっていたが，現在住宅都市整備公団が土地整備を進めているため，

随所に裸地が出現している（図３)．浦安市のコロニーはこれらの裸地を利用してつくら

れていた．明海Ａは運河に接した砂を積み上げた台地上の平坦地で，砂は軟らかくコロニー

形成時は植生はなかったが８月には実生がかなりみられた．

コロニー内には子供の足跡が少数あったが，人為的撹乱は少ないようである．

５)浦安市明海Ｂ

ヨシ原内に下水管などの地下埋設物を設置した幅約50ｍ，長さ約500ｍの回廊状の裸地

につくられたコロニーである．土は貝殻が少し混じった砂で，工事後残された地下茎から

ヨシが生育を開始している．工事用道路が並行にあるため，工事車両の通過による撹乱が

起こる．



表１．各コロニーの規模，環境および土地利用状況．

TableLSize,conditionandlanduseofthebreedingcoloniesalongthecoastofTokyoＢａｙ．

岸
画
つ

地名
1．川崎市東扇島

産業廃棄物処理場
2．江東区青海１丁目 3．江東区青海２丁目 4．浦安市明海Ａ 5．浦安市明海Ｂ 6．浦安明海Ｃ

調査日 ７月10日 ６月７日，２１日 ５月27日，６月７日 ６月８日 ６月８日一 ６月８日

成鳥数 8０ 6０ 6０ 6０ 6０ 6０

地形
産業廃棄物による平坦

な埋め立て地

転圧が行なわれたと思

われる硬い平坦地

整地後の平坦な裸地 ヨシ原に砂を積み上げ

た台地

ヨシ原が地下埋設工事

で裸地となった場所

整地工事で高さ２ｍに

砂を積み上げた台地

土質 砂利 砂利 貝殻混じりの砂 貝殻混じりの砂 貝殻混じりの砂 貝殻混じりの砂

面積（ｍ２） 3,500 2０，０００ 7,000 20,000 7,500 20,000

植生
まばらなヨシに囲まれ

た裸地

シバやチガヤがまばら

に生育する

部分的にヨシの生えて

いる裸地

裸地 まばらにヨシの混じる

裸地

裸地

撹乱要因

岸壁の釣り人

工事用車両の通過

比較的撹乱は少ない

夏の臨時駐車場

工事用車両侵入

ゴルフ

工事の開始 工事車両の通過

イヌ

工事車両の通過

イヌ

工事車両の通過

工事の開始

植生変化

岸壁近くの潮のかぶる

場所以外は草地化が進

む

シバが急速に表面をお

おっている

アカザが一面に生長を

開始

アカザが侵入 すぐにヨシが侵入する アカザなどの侵入

土地利用計画

シビルポートアイラン

ド計画地

現在埋め立て中の所は

来年営巣可能

東京テレポートアイラ

ンド計画地

工事が開始される

同左 住宅公団により宅地整

備が進行中

同左 同左
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表１．続き．

Table１.Continued．

地名 7・浦安市日の出 8．千葉市豊砂 9．千葉市打越
10．富津市小糸川魚港

付近

11．富津市産業廃棄物

処理場
12．富津市富津埠頭

調 査日 ６月８日 ６月16日 ６月２日 ６月17日 ６月17日 ６月17日

成鳥数 6０ 100 6０ 5０ 3０ 2０

地形
不明 仮設駐車場跡の平坦地 仮設駐車場跡の平坦地 岸壁に面した砂を積み

上げた台地

不明 砂を積み上げた台地

土質 不明 固化処理した砂利 固化処理した砂利 貝殻混じりの砂 不明 貝殻、泥混じりの砂

面積（ｍ２） 不明 150,000 60,000 2,500 不明 5,000

植生
不明 裸地 裸地 裸地 不明 裸地

撹乱要因

工事車両の通過 イヌ イヌ

休日の人の侵入

人によるいたずら 不明 バイク

人

植生変化

不明 しばらくは裸地のまま しばらくは裸地のまま アカザなどの侵入 不明 草本が急速に広がって

いる

土地利用計画

明海に同じ 幕張新都心関連地 同左 産業廃棄物処理場とし

てしばらくは使われる
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図２．江東区青海１丁目（上)，２丁目（下）の営巣場所．青海１丁目は硬い砂利地，２丁目は盤地後

の軟らかい砂地で営巣した．

Fig.２．ConditionofcolonysitesatAoumil（upper）ａｎｄＡｏｕｍｉ２（lower)．Aoumilhas
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､■も

1８２

国副逓向
~血江口己ｂｕさ

‘‐．．:．¥浄．、

”
詮

艮
恥
寓
舗

４
始
守
高

鼻
オ
ハ
罫
逼
低

窒
儀
識
鍛

巳
田
茸

ｐ
ｐ
饗
虹
雨

醇
西
河

既a



1蹄

Ｖ
一三写巳

律醇

ぐ 'i…

』
＜

イ
ず

図３．上空から見た浦安市明海，日の出周辺．ヨシ原となっていた埋め立て地の土地整備丁:事が行な

われ，裸地となった場所で営巣した．矢印は営巣場所を示す．

Fig.３．AerialviewofMeikaiandHinode，UrayasuCity、Arrowsindicatecolonysites．

６)浦安市明海Ｃ

海岸に近い，砂を積み上げた台地の上のコロニーである．コロニーに接した部分で整地
工事が行なわれていた．

７)浦安市日の出

埋め立て地上でチュウヒにモビングしている群れを確認した．また，日本野鳥の会会員

からコロニーがあるという知らせを受けた．この時，工事関係者がコロニー内を歩くなど

工事による撹乱が大きいとの話があったので，千葉県より住宅都市整備公団にコロニー保

謹への配慮を工事関係者へ呼びかけるよう指導をしてもらった．ここは一般共用地より離

れていたため，土質など環境などは不明であるが，明海と同じく砂と思われる．

８)千葉市豊砂

幕張メッセなど，千葉県が整備を進めている幕張新都心計画地の一部である．幕張メッ

セの駐車場とＪＲ京葉線の間にあたる（図１－８)．砂利を固化処理した仮設駐車場跡で，

現在は使われていない．土はきわめて硬く，植生はほとんど存在しない（図４）．７月に
イヌがヒナをくわえているのを目撃した．

９)千葉市打越

豊砂のコロニーと同じく幕張新都心計画地で，環境も同様である．

１０)富津市小糸川魚港付近

魚港に隣接する吹上砂による埋め立て地で，産業廃棄物処理施設があるが全,体としては

ヨシなど草地化した未利用地が多い．海岸岸壁への人の立ち入りが事実上自由となってい

るため，釣り人が多い．この岸壁の背後の砂を積んだ台地状の平坦地で営巣した（図５)．
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図４．千葉市豊砂の営巣場所．豊砂，打越ともに，幕張メッセに隣接した仮設駐車場跡である．地表

面は固化処理され，きわめて硬い．
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図５．富津市小糸川魚港付近の営巣場所．貝殻混じりの砂を台地状に積み上げた上で営巣していた．

Fig.５．ConditionofacolonysitenearthemouthofKoitoRiver・Ｔｈｅｇｒｏｕｎｄｏｆｔｈｅｃｏｌｏｎｙ
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１８５

砂は貝殻片が多く，軟らかい．営巣時には植生は皆無に近かったが，８月にはアカザなど

の生長が著しかった．

１１)富津市産業廃棄物処理場

産業廃棄物による埋め立て地で，営巣しているとみられる群れを観察した．

１２)富津市富津埠頭

埠頭に隣接する高さ５，，幅50ｍ，長さ250ｍの台地状の平坦地である．砂にはシルト

が多く，草地化が進んでいる．コロニーはこの中の裸地の部分につくられていた．

２．東京湾における繁殖コロニーの現況

１)東京湾における営巣地の成立

本調査で発見したコロニーはすべて埋め立て地にあった．航空写真で抽出した河口周辺

の中州はすべて満潮時には水没し，埋め立てや河川改修が進んだ東京湾岸では，コロニー

をつくることのできる自然地形は存在しない．コロニーは周囲をヨシ原に接している場合

もあったが，巣は裸地につくっていた．ただし７月以降は，臨時駐車場であった千葉市豊

砂と打越を除き，アカザ，チガヤ，シバ類などが，実生や地下茎，地上茎で侵入し生育を

開始していた．コロニーは，埋め立て後の植生が侵入する以前の場所が２か所，ヨシなど

草地となっていた場所が整地など工事により裸地化した場所７か所，駐車場などの跡地３

か所と，営巣可能な裸地の成立そのものが人間活動に依存していることが示された（表
２)．

２)地形

コロニーがつくられた場所に共通していることは，すべて凹凸の少ない平坦な場所であっ

たことである．台地上につくられたものと，通常の地表面につくられたものがあり，台地

上が４か所，地表面６か所，不明２か所であった（表３)．コロニーのある台地の周囲は，

ヨシ原と工事が行なわれている場所がそれぞれ１か所，釣り人などが侵入しているものが

2か所で，工事などの撹乱をさけるために台地上を利用した可能性も考えられる．

表２．地表面の状態別コロニー数．

Table２．Numberofbreedingcoloniesinrelationtotheconditionsofgroundsurface．

地表状態

Groundsurface

コロニー数

Ｎｏ．ofcolonies

埋め立て直後工事直後固化処理など

AfterreclaimingAfterconstructionAfterhardening

７ ３

表３．地形別コロニー数．

Table３．Numberofbreedingcoloniesinrelationtotopographictypes．

地形

Topography

コロニー数

Ｎｏ．ｏｆｃｏｌｏｎｉｅｓ

平 地

Ｆｌａｔ

４

台地不明

PlateauUnknown

２
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図６．青海１丁目の巣（上）と小糸川魚港付近の巣（下)．産座は，小石や小木片，貝殻片を集めて

整えていた．

Fig.６．NestingareasatAoumil（upper）andnearthemouthofKoitoRiver（lower)．
Nestsweremadefromtinystones，woodchipsandshellfragments．
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表４．土質別コロニー数．

Ｔａｂｌｅ４．Numberofbreedingcoloniesinrelationtosoiltypes．

土質

Ｓｏｉｌｔｙｐｅ

コロニー数

Ｎｏ．ｏｆｃｏｌｏｎｉｅｓ

砂・軟

Sand＆ｓｏｆｔ

７

砂利・硬

Gravelly＆ｈａｒｄ

３

不明

Ｕｎｋｎｏｗｎ

２
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３)土質

コロニーの土質は軟らかい砂地が６か所，硬い砂利地が４か所，不明２か所であった

(表４)．砂利地ではコロニーの中にこぶし大の石が集まっている場所もあったが，巣は直

径数ｃｍ以下の小石や砂の場所にあった．軟らかい砂地では深さ数ｃｍ，直径約10ｃｍのくぼ

みをつくり，貝殻片を集めて産座としていた（図６下)．土質が硬く，貝殻片などもない

場所では中心から周囲に向けて大きくなるように石を並べ産座としていた．細かい木片を

集めて産座としていた例もあった（図６上)．

考察

1．繁殖の撹乱

撹乱要因としてはイヌやカラスによる捕食，工事，埋め立て地の一時利用，バイクの走

行，人のいたずらなどがある．ゴミ埋め立て地が隣接する場合には，カラスの影響が大き

いと考えられる．コロニーは整地工事などにより生じた裸地につくられていることが多い．

工事が中断していたり，別の工事が開始される間に営巣を開始しているので，青海２丁目

のように繁殖終了前に工事が実施される可能性がある．また，青海１丁目の場合のように，

駐車場やイベント会場として一時的に利用される場合もある．このような場合はコロニー

すべてが破壊されることになり，影響が大きい．

一般に埋め立て地は立ち入り禁止となっているが，入りこんでバイクを走らせたり釣り

をする人は多い．この時コロニーを通過して撹乱する．工事の場合についても同様である

が，巣に気づかず踏みつぶすことが多いと思われる．

２．繁殖成功率

８月１２，１３，１４日に東京湾岸でコアジサシの群れを探し，成鳥と幼烏の数を記録した．

表５に，群れのいた地点ごとに成鳥数と幼鳥数を示した．成鳥は合計1,165羽，幼烏は７２

羽，全記録数に占める幼烏の割合は5.8％と低いものであった．ただし，冬羽に変わった

幼鳥は遠距離からでは成鳥と識別がむずかしいため，幼烏率が実際より低く示されている

可能性がある．８月中旬に観察された幼鳥数が，日本で営巣する一般的なコアジサシの群

れの幼鳥数と比較して少ないか，また個体群維持をはかるために十分な数であるかの議論

をするだけの資料はない．しかし，今回確認できた幼烏数は，多い数ではなく繁殖成功率

はかなり低いことが予想される．

３．営巣維持の見通し

今回発見したコロニーは，すべてなんらかの形で現在進行中の臨海開発構想と結びつい

ている場所であり，今後急激に工事が進行する可能性が高い．また，埋め立て地利用が進
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表５．各群れの成鳥および幼鳥数．

Table５．Ｎｕｍｂｅｒｏｆａｄｕｌｔｓａｎｄｙｏｕｎｇａｔｅａｃｈｏｂservationpoint．

地名

Ｐｌａｃｅ

成鳥数

Ｎｏ．ｏｆａｄｕｌｔｓ

幼鳥数

Ｎｏ．ｏｆｙｏｕｎｇ

幼鳥率（％）

％young

小樋川河口

Themouthof

ObitsuRiver

352

2０

5.4

千葉市豊砂

Toyosuna

ChibaCity

236

１４

5.6

幼鳥率＝幼鳥数／(成鳥数十幼鳥数）

千葉市打越

Uchikoshi

ChibaCity

408

１１

2.6

浦安市日の出

Hinode

UrayasuCity

4２

７

14.3

東扇島

Higashi‐

oogishima

127

2０

13.6

まなくても，固化処理されていない場所では植生の侵入により営巣可能な裸地が１年から

2年の短期間で消失すると思われる．次年も営巣可能であることが保証されている場所は

なかった．

４．保全の提言

１)工事計画の適切な修正

東京湾のコアジサシは，営巣可能地がきわめて少なくなっており，工事の合間の裸地で

営巣しているのが現状である．したがって短期的にはコアジサシの営巣場所を把握し，営

巣を開始した場所で迅速に工事計画を修正し，営巣場所の工事を後にまわすなど，営巣へ

の影響をなくすことが有効である．

２)臨時営巣地の提供

埋め立て地で，整備工事などが数年先の場所に積極的に裸地をつくって臨時の営巣場所

を提供する．このとき表土の撹枠と整地だけでなく，固化処理や転圧処理を行ない地表面

を固めることによって植生が広がるのを防ぎ，数年以上営巣可能とすることができる．

３)保謹区設置

長期的に保全するためには，恒久的な保護区が必要である．現在東京湾岸には東京都の

東京港野鳥公園，葛西臨海公園渚保全地区，千葉県の行徳鳥獣保護区，谷津干潟国設鳥獣

保護区などの保護区が存在し，今後これらの重要性はますます大きくなる．しかし，コア

ジサシの営巣環境保全については大きな問題がある．それは，これらが護岸や埋め立て地

に囲まれた安定した環境におかれていることである．コアジサシの営巣する裸地は洪水に

よる土砂の流失と堆積，風で常に移動する砂など不安定な地表環境によって維持されるの

で，これらの要因の欠如した人工環境では営巣環境が消失する（蓮尾1979)．保護区の造

成や改修時に裸地を維持する工夫（金井1989）や保護区管理の中で人為的に営巣環境管

理を行なう必要があり（日本野鳥の会1984，小河原1989)，東京港野鳥公園では積極的

に環境管理を行ないコロニー誘致の試みを実施しているが，そのためにも営巣環境の土質

や植生について詳細なデータが求められる．今回の調査で，固化処理により営巣環境がつ

くられた例が報告できたことは，今後人工的に営巣環境を造成するにあたって参考となる

であろう．さらに，環境の違いによるふ化率や巣立ち率の違いと温度や湿度など物理的環
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境との関係まで研究が行なわれることが望まれる．
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要約

東京湾内湾の海岸におけるコアジサシの営巣環境を把握するために，1990年５月下旬から６月にか

けてコロニーの分布調査を行なった．その結果，神奈川県川崎市，東京都江東区，千葉県浦安市，千

葉市，富津市の埋め立て地で合計12か所のコロニーを発見した．埋め立て直後が２か所，工事により

再び裸地となった場所が７か所，駐車場跡などで地面が硬い場所が３か所であった．土質は軟らかい

砂と固化した砂利で，裸地であれば地表の硬さに関係なく営巣環境としていた．

営巣可能な裸地は工事により生じたもので，新たな工事や駐車場利用などでコロニーが破壊される

危険が大きい．また，植物が生育するため裸地は急速に消失するので，長期間営巣できる場所は存在

しない．湾岸地域におけるコアジサシの減少を考えると，コロニーがつくられた場所には工事計画を

修正したり，保護区を設けて環境管理による営巣環境の保全に努める必要があるだろう．
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